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韓国の高等学校 「日本語1」 における活動中心のカ リキ ュラムデザ イン
ージ ョン ・デュー イの 『経験 と教育』 を参考に一

YOONJIHYE

(教員研修生)

1研 究の背景

本研究 は韓 国の 日本語 教育 にお ける教科書 中心 のカ リキュラムに対す る問題 意識 か ら出発 した。

予め強調 しておきたいのは,主 に教科書 を中心 に展 開 され てい くよ うな授業方式 に対す る疑問で あ

り,教 科書 を否定す るわ けではない。教科書 は国で定 める教育 の方針が うまく反映 されてい る教材

であ り,適 切 な形で授業 に活用す るべ きで ある。 しか し,す べての教育活動が教科書 を中心 と して

展開 されてい くな ら,日 本語教育 では様 々な問題 が発生す る恐れ がある。

日本語授 業 にお け る教科書 中心のカ リキュ ラムの最 も大 きな問題 は主に語学 中心の授 業 に偏 り

が ちな点 にある。単元展 開過程 も 「聞 く」 「話す」 「読む」 「書 く」 といった言語 の四技能 の順 にな

ってお り,最 後 に文化項 目があ る。つ ま り,文 化項 目は一つ の単元の 中でわずか1割 にす ぎない。

このため,何 の疑 い もな く教科書 の通 りに授業 を展開 してい くと,語 学 中心 の授業 になって しま う。

外 国語授業 にお ける語学力の伸長 は言 うまで もな く重要な 目標 である。 しか し,真 の意味の コ ミ

ュニケーシ ョン能力 とい うのは,相 手側の文化 に対す る理解 な しに達成す ることは難 しい。 この よ

うに言語 と文化 問の密接 な関係 を考慮す る と,現 在 の 日本語教科書の文化項 目はよ り丁寧 に扱 われ

る必 要があ る。教育現場 の教師がす ぐさま教 科書の制 作にかかわ ることは無理 があ るので,日 々の

授 業でのカ リキ ュラムに工夫 を加 えていきたい。

韓国 の 日本 語教育 現場で の難 点 を考慮す る とカ リキ ュラム改善 の必要性 は さらに増 してい く。

後に記 述す るが,韓 国では第2外 国語教育 が活発 に行われて きた。国家水準教育課程 の 中には 日本

語 を含 め8言 語 があ り,高 等学校のみ な らず 中学校で も 「生活外 国語 」 とい う科 目が設定 されてい

る。 しか し,選 択科 目とい う限界のゆえ,様 々 な問題 を抱 えてい るの も事実であ る。第2外 国語 は

時代 の流れ に よ り影響 されやす いため,確 固た る位 置を確保す るために も,生 徒のためのカ リキュ

ラムデザイ ンが必要 であ る。

2研 究の 目的 と方法

教科書 中心 とは主 に 「日本語 『を』教 え る」こ とに重点が置かれてい る。 ここで は,日 本語 自体

が 目的 にな り,そ の必要性 を感 じない生徒 は授業 を受 ける意味 を持た な くな る恐れ が ある。一方,

活動 中心 とは主に 「日本語 『で』教 える」 ことに重点 が置 かれ ている。す る と,日 本語は何 かの 目

的を達成す るための手段 となる。その 目的 を達成 す ることができ ると,日 本語 を学ぶ必要性 を感 じ
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ない生徒 もその意 味を理解す る ことが期待 され る。また,日 本語 「で」何 がで きるよ うにな るか を

考えて こそ,生 徒それぞれの興味や能力 を考慮 した活 動 を考案す ることができる。以上の ことを踏

まえ,本 研究 の 目的 は 日本語 「で」教 えるための活動 中心 のカ リキュラムデザイ ンに取 り組む こと

であ る。

研究の方法 は次 の三つ のよ うで ある。

第一 に,理 論 的背景 を検討す る。まず,教 科書の文化 項 目に焦 点 を当て るために,教 科書の文化

項 目の分析 に関す る先行研究 を検討す る。次に,活 動 中心 のカ リキュラムデザイ ンの理論的背 景 と

して,ジ ョン ・デューイの 『経験 と教育』 を検討す る。

第 二に,韓 国の 「国家水準教育課程 」1を検討す る。 活動 を選別す るための明確 な基準 として分

析 を行 う。 また,教 科書 中心か ら方 向を変 えるため には,さ らに教科書 の分析 が重 要なので,「 日

本語1」2教 科書 の文化項 目を分析す る。様 々な教科書 を検討す ることに よ り,文 化項 目の全体像 を

把握 す ることができる。

第三 に,韓 国の高等学校 「日本語1」 にお ける年 間カ リキ ュラム を開発す る。理論的背景 と国家

水準教育課程 の検討結果 に基づ き,こ れまでの実践を踏 ま え,活 動 中心 のカ リキュラムデザイ ンに

取 り組 んでいきたい。

3理 論的背景の検討

3.1先 行研究の検討

まず,キ ム ・ソンチャ ン(2003)は,言 語 と文化 の関係 を明 らかに した。 「言語 は文化 的現象 の投

影 であ り反 映である。言語 を通 して文化 を習得 し,ま た文化 を通 して言語 を習得す る ことになる。」

と述べた。 また,「 外国語学習 の究極 的な 目標 は,外 国の文化 に対す る理解 とそ の文化 圏の構成員

との交流 を図 り,こ うした体験 を通 じて学習者 自身が国際化 され るこ とにある。」と述べ なが ら,「言

語 の四技能 の正確 な習得 を強調 した従来 の教育 での語学能力 の育成だ けで は,外 国語教育の究極 な

目標 を達成す ることができない。文化理解 のための文化教育が必要 にな る。」 と指摘 した。

一方
,キ ム ・ソンヒ ョン(2006)は,「 初級 日本語教科書 の文化語」3で 定義 され た 「文化語」 とい

う言葉 を提示 した。言語が文化の一部で あ り,そ の社会 の文化的特徴 をよ り鮮 明 に映 してい る言葉

を 「文化語」 とい う。 「時 間や駆使 でき る範 囲,日 本 に関す る予備知識 な どにおい て多方 面で制約

があ る初級段 階の 日本語授業 にお けるキー ワー ドの必要性 は大 きい。」 と述べ てい る。

両論 文 とも言語 と文化 の密接 な関係 が丁寧 に記述 され てお り,様 々な観 点 か ら教科書の文化項 目

の分析 が行 われ ている。 しか し,あ くまで も教科書 中心 のカ リキュラムにお ける文化教育 を前提 に

してお り,そ の分析結果 が教育現場 でいかに活 か され るべ きかの方 向性 は明確 に出 され ていない。

本研 究では教科 書の文化項 目を分析 した後,こ れ らが活動 中心 のカ リキュラムでいか に組織 され

てい くかにつ いて,一 つの方 向を提案 したい。
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3.2ジ ョン ・デ ュー イの 『経験 と教育』の検討

活動 中心のカ リキュラムをデ ザイ ンす る とい うことは学習者 の経験 を選別 し,組 織す る過程で あ

る。経験 を選別す るにあたって,「 経験 と教 育の 関係」 につ いて追究 す るた めにジ ョン ・デューイ

の 『経 験 と教 育』4を 検討 した。

デ ューイ は 「経験」 とは何 か,注 意 を喚起 しなが ら 「教育」 との関係 について も明 らか に した。

すべての経験 が教育 的ではな く,教 育的で はない経験はい くらで もあ ると強調 した。つ ま り,生 徒

の経験 を選別す るにおいて も,何 で も体験 させれ ば済む わけにはいかない。

また,経 験 の 「質」の二つの側 面 も提示 した。経験そ のものの側面 とそ の経験が もた らす効果 と

い う側 面があ るとい う。前者 は明確な ことで容 易に判 断 され うるが,後 者 は経験の表面 には現れ出

ない。 これまで の実践 を考 えてみれ ば,経 験 の一 っの側 面 しか考慮 していなかった。 「興 味」 とい

う明確 な側面 だけではな く,そ の経験 がもた らす効果 の側面 も入念 に入れてお く必要が ある。

では,経 験が教育的 なものにな るた めにはど うすれば よいのか。デ ューイ は次の よ うな二つの原

理を提 示 してい る。一つ 目は経験 の 「連続性 」の原理 で,以 前の経験が連続 して未来に よ り望ま し

い経験 を もた らす とい う原理 であ る。二つ 目は経験の 「相 互作用 」の原理 で,経 験 にお ける 「内的

条件 」と 「外 的条件」が相互作用す る とい う原理であ る。 ここで,「 内的条件」 とは個人的な要求,

願 望,目 的,能 力 な どの主観 的条件で,「 外的条件」 とは教 師の言葉 や書物な ど,個 人 の環境 を構

成す る客観 的条件 である。以上 の経験 の二つ の原理 をま とめる と次の図1の よ うで ある。

喚来の轍

.恥 経験 く■ゆ
以前の経験

(

内的条件 外的条件

(個人)(環 境)

)
図1左:経 験 の連 続 性 の原 理,右:経 験 の相 互 作 用 の原 理

(ジ ョン ・デ ュ ーイ,2004,pp.46-68を も とに 筆 者 が整 理)

中央の矢印(⇔)は 「連続性 」 と 「相互作用 」の原理 が相 互に分離 してい るものではな く,離 れて

いて も結びつ くもの であ るとい うこ とを意味す る。 要す るに,「 連続性 」 と 「相互作用 」の原 理が

結びっいて こそ教育 的な経験 が生 まれ る とい うこ とで ある。この経験の二つの原理 はカ リキュラム

デザイ ンに対す る筆者 の考 え方 に も有意義 な示唆 を与 えて くれた。 当初,月 別の独立 した活動 を選

別 してカ リキュ ラムに入れ るつ も りであった。しか し,ジ ョン ・デ ューイ の本 を読む こ とによって,

3.月の活動 が4月 の活動に連続す るよ うな活 動間の連続性 を考慮す るよ うに変 わってきた。
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ジ ョン ・デ ューイ は第三章 の末尾で 「人生 に成熟 した人 こそ未来 に対 し有形で好 ま しい影響 を与

えるよ うな種類 の現在 の経験 のための条件 を制度化す る責任が負 わされてい るので ある。成長 ある

いは成 熟 としての教育 は,常 に現在 の過程 でなけれ ばな らない。」5と述べ なが ら,学 習者 の現在 の

経験 を組織す る教育者 の責任 を強調 している。 この よ うな訴えに応 え られ るよ う,経 験の二つの原

理を常に入念 しなが ら,活 動 中心のカ リキュラムデザイ ンに取 り組んでい きたい。

4韓 国の国家水準教育課程及 び教科書の検討

4.1第2外 国語科教育課程の変遷

韓国では約40年 前 に第2外 国語 と しての 日本語教育 が始 まった。1965年 に韓国 と日本の国交が

正常化 され た。1973年 に 日本語 を高等学校教育課程 に第2外 国語 として設定す る とい う告示 が さ

れた後,第3次 教育課程6か ら適用 された。また,1998年 か らは 日本の大衆文化が段階的に開放 さ

れ始 めた。それ以 降,日 本語教育 に対す る需 要が急増 し,人 気科 目として浮上 した。第7次 教 育課

程 では 中学校教 育課程 に 「生活外 国語」 が設置 された。2018年2.月 現在,高 等学校教育課程 には

日本語,中 国語 な どを含 め8言 語が ある。以上の ことをま とめ ると次の表1の 通 りで ある。

表1韓 国の第2外 国語 教育課程 の変遷7

教育課程 年度 設定科 目 教科領域 備考

第1次 1955-1963 ドイ ツ語,中 国語 外国語

第2次 1963-1974 +フ ランス語 〃 *1965国 交正 常化(韓 国 ・日本)

第3次 1974-1981 +日 本 語,ス ペ イ ン語 〃

第6次 1992-1997 +ロ シア語 〃

第7次 1997-2007

+ア ラ ビア語

+「 生活 外 国語 」

(中学 校教 育課 程)

〃

*1998-2004

日本 の 大衆 文化 の順次 開放

2007改 訂 2007-2009
〃

2009改 訂 2009-2015 +ベ トナ ム語 生活 ・教養

2015改 訂 2015現 在
〃 *2018年 か ら順次適 用8

上の表1の 「教科領 域」9につい て説明す る と,も とも と 「外国語 」領域 であった第2外 国語 は

2009改 訂教 育課程 か ら 「生活 ・教養」領域 に変更 され た。 これ までの言語 の四技能 を軸 と した教

科書中心のカ リキュラムは主に 「外 国語」領域 で行 われて きた。しか し,教 科領域が 「生活 ・教養 」

になって しまい,学 校現場 では様々 な難点 に直面 してい る。 そ こで,筆 者 の提案す る活動 中心 のカ

リキュ ラムが一 つの代案 になるのではないか と考 える。
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4.2高 等学校教育課程 「日本語1」 の検討

2015年2.月 現在,告 示 された教育課程 は2015改 訂教 育課程 であ る。 「日本語1」 は高等学校 の

教育課程 に設 定 され た科 目なので,「 高等学校 教育課程 」 を検討す る。

まず,2015改 訂教育課程総論 の 「高等学校教育 目標」には,「 中学校教育 の成果 に基づ き,生 徒

の適性 と素質 に合 わせ進 路を開拓 し,世 界 と疎通す る民主市民 としての資質 を酒養す ることに重点

を置 く。」10と記 されてい る。高等 学校 の教育 目標 であるだけに,生 徒 の進路 に力 を入れてい る。「進

路を開拓す る」 とい う言葉 は,後 に紹介す る活動 中心 のカ リキ ュラムの重要 なキー ワー ドにな る。

次 に,2015改 訂 第2外 国語科 教育課程 「日本語1」 の 目標 は以下 のよ うである。

日常生活 に必要 な基礎 的な 日本語の意 思疎通能力 を育成 し,日 本 人 と交流 でき る能力 を育て る。

1.意 思疎通 基本 表現 を理解 し,状 況 に応 じて活 用す る。

2.日 本 文化 の理 解 を通 して世 界市 民意識 を育て る。

3.様 々 な媒 体 と資料 を活 用 して情 報交 流能 力 を育成 し,状 況 に応 じて活 用す る。11

「意思疎通基本表現」12と は高等学校 で優先的 に扱 うことを勧 めるコ ミュニケー シ ョン上の基本

表現で ある。 「日本語1」 で は意思疎通能力 の育成 に重点 を置い てい る。 要す るに,「 言語 的内容」

は 「基本語彙」13や 「意思疎通基本表現」 を通 して学び,「 文化 的内容」 の理解の下 に,様 々な経験

を通 して,目 的 を達成す るとい うこ とにな る。そ の 目的 は前述 の高等学校教育 目標で強調 した生徒

の進 路に関す ることだ と考え られ る。以上の ことを踏 ま え,筆 者 の持 ってい る活動 中心のカ リキ ュ

ラムのイメv-一一`ジは次 の図2の よ うで ある。

日本語

彙輻

謡
τ
＼㊦舞

・意志疎通基本表現

・連続性

・相互作用

⇒ ‡

図2教 育課程 に基づい た活動 中心 のカ リキュラムのイ メージ

最後 に,現 行の 「日本語1」 教科 書は2009改 訂 時期 の教育課程 に基づいてい るので,2009改 訂

第2外 国語科教育課程 「日本語1」 を検討す る。 大 きく 「目標 」 「成就基準」 「教授学習方法」 「評

価 」に分 かれ ている。 「成就 基準」 とは主 に教科 で教 える内容 のことで,「 言語 的内容」 と 「文化 的
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内容」 に分かれ てい る。 その 「文化的 内容」 は さらに 「言語行動文化及 び非言語行 動文化」 「日常

生活 文化 」 「伝統文化や大衆文化 」に分 かれ てい る。 「文化 」はそ もそ も 「言語 的内容」 の 「言語材

料」の一つに過 ぎなかったが,徐 々に重要視 され るよ うにな り,「 文化 的内容」 と独立 した。14

この よ うに 「成就基 準」には 「言語的 内容」 と 「文化的 内容」 が対 等に位 置 してい る。 しか し,

教科 書の両方 の割合 は 「言語的 内容」の方に偏 ってい る。教師 は このよ うな点 に入念 し,両 方 のバ

ランスを考慮 してカ リキュラムを再構成す るべ きである。新 しいカ リキュラムでは 日本文化 を積極

的に取 り入れ るため,「 文化的内容」 に焦点を 当てたい。

4.3高 等学校 「日本語1」 教科書の文化項 目の分析

「文化 的内容 」が各教科書で どのよ うに具体化 されてい るか調 べ るために 「日本語1」 教科書 の

文化 項 目を分析 した。2009改 訂教育課程 の 「日本語1」 の認定教科書 は7種 類 である。その うち,

6種 類 の教科書 を対象 として分析 した。15前述の よ うに三っ に分かれてい る 「文化 的内容 」の中で,

主に 「日常生活 文化」 と 「伝統文化や大衆文化」 にっい て分析 を行 った。 「日常生活文化」 は学校

生活や食 文化,衣 服文化 な どが多 く紹介 され てお り,「伝 統文化 」は祭 りや年 中行事 な どの出現頻

度が高かった。6種 類の教科 書の文化 項 目をま とめる と次 の表2の 通 りであ る。

表2「 日本語1」 教科書 の文化項 目の分析結果

A B C D E F

1
地 理 と気候,祭 り 伝統衣装 住居文化 挨拶文化 挨拶文化,日 本旅行

2 学校生活 挨拶文化 挨拶文化 学校生活 学校生活 訪 問礼儀,日 本 の名字

3 住居文化,訪 問礼儀 食文化 住居文化 食文化,訪 問礼儀 訪問礼儀,食 文化 世界文化遺産,伝 統遊び

4 部活動 住居文化 学校生活 スポー ツ 交通事情 食文化

5 食文化 交通事情 食文化 年中行 事,祭 り 年中行事 交通事情,祭 り

6 年中行事 祭 り 祭 り プ レゼ ン ト 世界文化遺産,祭 り プ レゼ ン ト,観光名所

7 交通事情 観光名所 観光名所 交通事情 伝統衣装,茶道 部活動

8 伝統遊び 学校生活 大衆文化 伝統衣装 防災訓練,住居文化 希望職業

9 伝 統 衣装,祭 り 年中行事 自然災害 観光名所 大衆文化 スポーツ,伝 統衣装

10

お 正.月 大衆文化,

伝統芸能

お 正.月 年末年始 年末年始 年 中行事,お 正月

分析の結果,日 本語 を選択す る学習者の興味や 関心が高い,漫 画や アニメな どの 「大衆文化 」が

扱 われてい る教科書 は少 なかった。教科書 は開発 され る時期 と使 われ る時期 の間に差が あ るので,

最新 の大衆文化 は積極 的に反映 され に くい と思 われ る。 したがって,実 際 のカ リキュラムの 中に生

徒の興味や 関心が うま く反 映 され るよ うに,教 育現場 の教師が工夫す る必要が ある。

208



5活 動 中心の年間 カ リキ ュラムデザ イン

5.1カ リキ ュラムデザ インの二 つの構成

では,実 際のカ リキュラムデザイ ンに取 り組みたい。これ まで検討 して きた理論的背景 と韓 国の

国家水 準教育課程 の分析結果 に基づ き,カ リキュラムデザイ ンにお ける二つの構成 を考 えた。

第一 に,「0日 本語で文化体験 をす る」で ある。研究 の背景 で述 べた よ うに,こ れ までの教科 書

中心のカ リキュ ラムにおいて 「文化的 内容 」の比重 は少 なかった。国家水準教育課程の文化項 目の

分析結果 に基 づき,食 文化や衣服文化,伝 統遊び な どの体験活動 を中心 に取 り入れたい。

第二 に,「 ② 日本語で進路 を開拓す る」で ある。研究 の 目的で述べ た よ うに,基 本 的な考え方 は

「日本語 『で』教 える」で ある。 日本語 が何 かの 目的を達成す るための手段 だ と,そ の 目的 は何 だ

ろ うか。前述 した高等学校教 育課 程で最 も強調 してい る 「生徒の進路」 に関す るこ とだ と考 える。

そ こで,「 日本 語で進路 を開拓す る」 とい うカ リキュラムを開発す るこ とに した。 国内での進路 の

みな らず,日 本 を含 め海外 に も視野 を広 げるこ とを期待 しなが ら取 り組んだ。

5.20日 本語で文化体験 をす る

まず,3Hに はひ らがなを学習 し,「 ひ らがな 『連想』16カル タ作 り」活 動 を行 う。 カル タゲーム

はひ らがなの学 習が終 わ ると導入す る活動 であるが,生 徒 が直接カル タカー ドを作 るこ とによって,

学習効 果が高ま ることを狙 ってい る。7Hに は期末試 験の後,「浴衣体験」と 「川柳大会」17を行 う。

夏休 み前なので二つ の活動 を入れ ている。9Hに はカ タカナ を学習 し,「 日本国際交流基金 ソウル文

化 セ ンター」18で主催す る 「かな コンテス ト」19に参加す る。 この よ うに,自 分 のアイデ アを視覚化

す る活 動が連続 して行 われ る よ うに設計 した。 また,学 校 の中のみ な らず,地 域社会の資源へ視野

を広 げ,身 の回 りの世界 と相 互作用 す ることを期待 してい る。12.月 には2学 期 の期末試験が終 わっ

た後,「 伝 統遊び大会」 を行 う。 日本 の伝統 遊び は韓 国ではあま り接 す る機 会が ないので,学 校教

育で体験す る意義 がある と考 え る。1Hに は 「たこ焼 きパーテ ィー」 を行 う。食生活 に関す る文化

項 目はすべての教科書 に載 ってお り,生 徒た ちの関心 も高いので,ま とめの活動 として取 り入れた。

日本語 の レシ ピを翻訳す るな ど,日 本語学習 の成果 も活用 できるよ うに工夫 した。

5.3② 日本語で進路 を開拓す る

まず,4Aに は 「日本語 で検 索体験」 を行 う。韓 国のコン ピュー タで 日本語 の入力方法 を学んだ

後,日 本の検索サイ トで 自分 のキー ワー ドを検 索 して翻訳す る。キー ワー ドは5Aの 活動 に続 く自

分の夢や趣 味 に関す る単語 であ る。生徒が 自ら検 索で きるよ うになる ことを意識 して取 り入れた。

5.月 の 「進 路統合 プ ロジェク ト」 は生徒 の進路や趣味 と日本(語)を 統合 させ る活動で,報 告書 と作

品を出す。報告書 は決 まった様式 に作成 し,作 品の形 は 自由であ る。例 えば,日 本の歌 を演奏 した

り,日 本 のロボ ッ ト産業 についてス ライ ドを作 った りす る。生徒 の興味や 関心 は主 に 日本の大衆文

化 を中心に広 がっているので,教 科書 には載 ってい ない生 きた 日本文化 に も触れ るこ とができ る。
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6Aに は 「進路1分 ス ピーチ」 を行 う。 この活動 では先 の報告書 の内容 を もとに 日本語 で1分 間

の発表 を行 う。教師 は生徒が翻訳 した原稿 の文法や発 音 をチェ ックす る。 この活動 は後のプ ロジェ

ク トにつなが る。10月 には 「日本GO!プ ロジェク ト」 を行 う。前のス ピーチで共有 されたお互い

の夢や関心事 に基づ いてチームを作 り,「 夢探 しの 日本旅行 」 とい うコンセプ トで旅行計 画を立て

て発表 す る。 この活動 は学校 で学 ぶ 日本語 が実 際 どのよ うな場面で必要 になるか とい う悩みか ら生

まれ た。 生徒 たちが将 来 日本語 を必要 とす る場合 は主 に仕事や趣味,旅 行だ ろ う。 まず,5月 の進

路統合 プ ロジェ ク トを配置 し,前 後の活動が有機 的に連続す るよ うに設 計 した。 また,生 徒の欲求

や能力 を尊重 し,個 人 のテーマを決 め,「 内的条件」 と 「外 的条件 」が相互作用す るよ うに工夫 し

た。

5.4年 間 を通 した活動 中心の カ リキ ュラムの完成

「0日 本語 で文化体験 をす る」 と 「② 日本語で進 路を開拓す る」を合 わせ,完 成 した活動 中心の

年 間カ リキュ ラムは次 の図3の よ うであ る。

じ㌦
連想力ル匁
作リ

,ニ

・日本語で

検索体験

・進路統合

プロジェクト

.ニ

・進路1分

スピーチ

一臓
.

・川柳大会

鴨
・日本GO1

プ ロ ジ ェ ク ト

11月

」 ・ゴールデン

1ベ ル大会

1

u2聴
大会

月巳
一

き

イ

焼

テ

一
L

一

た
バ

●

図3年 間 を通 した活動 中心のカ リキュラム

0の 活動 の中で,文 字 に関す る活動は学期の初 めに,文 化体験活動 は生徒 たちの集 中力が落 ちや

すい期 末試験 以降に導入 した。また,② の活動 は学期 中に配置 して集 中的 な学習が行われ るよ うに

工夫 した。 このよ うに生徒 の欲求やニーズ,学 ぶ 時期 な どを考慮す るこ とによって,学 習効果 が高

ま ることを狙 っている。

カ リキ ュラムの中のす べての活動計画案 を作成 した。ここでは例 として5月 の活動計画案 を紹介

す る。 と りわけ,次 のペー ジの図4の 太線 で囲んだよ うに 「関連 語彙 ・文型」項 目を設定 した。単

な る活 動で終 わ るのではな く,自 然に 日本語 の学習につなが るよ うに工夫 した。教育課程 に載 って

い る 「基本語彙」や 「意思疎通基本表現」な どの 「言語材料 」を積極 的に使 うこ とによ り,活 動 中
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月

標

5

目

概要

展開計画

関連資料

進路統合プロジェクト 授業形態

・自分の進路や趣味を日本(語)と 統合することができる。

・自分の進路を日本(語)と 関連付けて作品を完成する
。

・報告書(様 式)と結果物を提出する。
・結果物の形式は自由(スライド,動 画,
・報告書の感想は6月 のスピーチの原稿になる。

3月 プロジェクトのお知らせ,テ ーマの選定

4月 日本のウェブサイ トでキーワー ドを検索する。

5月 報告書と作品を提出する。

6.月

10.月:チ ームを作 り,日 本GO!プ ロジェク トを行 う。

個人学習

レポ ー ト,演 奏 な ど)

関連語彙 ・文型

注意事項

評価

報告書に書いた内容をもとに日本語で1分間の発表を行 う。
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図1生 徒の報告書 図2生 徒の作品例

・自分の進路や趣味に関する言葉や表現

・現行の第2外 国語科教育課程 「日本語1」[別 表II]基 本語彙表

・進路が決まっていなくても,自 分趣味や関心事と日本(語)を 関連付けるよう

に指導する。
・3.月から5.月の完成まで生徒個人の進捗状況をチェックする。
・授業の残りの時間に去年の優秀作品を紹介する。
・キーワー ドを日本語で記入する。

・遂行評価15%(報 告書+結 果物)

図45月 「進路統合プ ロジェク ト」 の活動計画案

5.5開 発 したカ リキ ュラム に基 づいた評価計画

西岡(2016)は ウィギンズ らを引用 し,「 カ リキュラム」 は 「ゴール を達成す るために用い られ う

る最 も適切 な経験,学 習課題,評 価方法 を特定す るもの」 と述べた。20最後 に評価計画案 を紹介す

る。

韓国で は徐 々に学習 の過程 を重要視す るよ うにな り,学 習 の過程 を評価す る 「遂行評価 」21の重

要性 が高まっている。筆者の所属 してい る地域 では 日本語 科 目の場合,教 師の裁 量 によって筆記試

験を減 らし,遂 行評価 の割合 を上 げることがで きる。活動 中心 のカ リキュラムでは遂行評価の方が
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適切 だ と考え るので,筆 記試 験 を年 に二回に減 らし,遂 行評 価の割 合 を60%に 調整 した。新 しく開

発 したカ リキュ ラムに基 づいた評価計画案 は次 のペー ジの図5の 左 の よ うであ る。

学期 1学期
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図5左:1学 期 の評 価 計 画 案22,右:授 業 で 用 い るス タ ンプ

すべての活動 は評価 に反 映 され る。上 の図5の 太線 で囲んだ よ うに 「ひ らがな連想 カル タ作 り」

「進 路統合 プ ロジェク ト」「進路1分 ス ピーチ」な どの活 動は直接 評価 され,そ れ以外の活動 は図5

の右 の 「ス タンプ」 とい う形 で間接的 に評価 され る。 「スタンプ」 はポー トフォ リオの一 つで,ひ

らがなの50音 図の ところにスタンプを押 し,学 期末 にスタンプ の数で評価す る。授業 中取 り入 れ

るゲームや教科 書の会話練習 な ど,日 々の授 業での評価 の一部 が反 映 され る。下の欄 にはス タンプ

の項 目を書 くよ うに指導 し,学 期末 に書 く生徒 の教科活動 の記録 にもつなが るよ うに工夫 した。

6研 究の成果

本研 究では これ まで行 ってきた教科書 中心のカ リキュラムに対す る問題意識か ら出発 し,活 動 中

心のカ リキュ ラムを開発す るために考察 してきた。

まず,活 動 中心 のカ リキュ ラム にお ける理論 的背 景 を検討 した。 「日本語1」 教科書 の文化 項 目

を分析 した先行研究 を検討 し,文 化教育 の必要性 を探 った。その次に,ジ ョン ・デ ューイの 『経験

と教 育』の文献研究 を行 い,教 育的経験 にな るための二つの原理 に着 目した。 ジ ョン ・デ ューイの

理論 を検討す ることに よって,カ リキュラムデザイ ンに対す る有意義 な示唆 を得 るこ とができた。

また,韓 国の 国家水準教育課程 と教科書の分析 を行い,カ リキュラムデザイ ンにお ける二つ の構

成 を考 えた。一つ 目は 「0日 本語で文化体験 をす る」で,二 つ 目は生徒 の進路 にかかわ る 「② 日本

語 で進 路 を開拓す る」 である。高等学校教 育課程 を検討す ることによって,カ リキュラムの方 向性

が よ り明確 になった。

最後に,理 論的背景 と教育課程の検討結果 に基づ き,年 間を通 した活動 中心 のカ リキュラムを完

成 した。理論 だけで終 わるので はな く,今 まで行 ってきた教育活動 を振 り返 り,理 論 と実践 を結合

した ことが本研 究におけ る大 きな意義 である。
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7今 後の課題

本研 究で考案 した新 しいカ リキュ ラムの中にはす でに実践 した活動 もあるが,ま だ実践 していな

い もの もあ る。 まず,今 回開発 したカ リキ ュラムを教育現場 でいかに実践 してい くかが,今 後 の課

題 だ と言 える。

また,活 動が うま く行 われ るた めの最低限の言語的能力は,日 々の教科書 の授業で少 しずつ育て

てい くことが前提 になるだろ う。最後 に繰 り返すが,活 動 中心 のカ リキュラムでは言語の 四技能 を

否 定す るわけではない。た だ し,各 技能が分 離 され た形 ではな く,自 然 に統合 された形で習得 で き

るよ うにな ることを狙 っている。そ の方が,生 徒 たちが経 験 してい く実 際の場 面に も適用 しやす い。

「分裂 した世界,部 分や側面がそれぞれ に結び合わ さっていない世界 は,そ れ 自体が分裂 した人

格 の兆候 であ るとともに,分 裂 の原 因であ る。」23と述べたデ ューイの言葉 は,各 技能 が分離 され た

形で行 われ る外 国語教 育に照 らし合 わせ ても有効 なので はない だろ うか。

現場で起 こ りうる様 々な難点 を乗 り越 え,本 研究 がこれ か らの韓 国の 日本語教育 に少 しで もよ り

望ま しい未来 を もた らす よ うに,頑 張 って実践 してい きたい。 また,新 しく開発 したカ リキュラム

で 日本語 を学ぶ とい う経験 が,生 徒 たちの将来 のための教育的経験 にな るこ とを願 ってい る。
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